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和解勧告 

 
本件訴訟は、大阪市西淀川区における公害健康被害補償法に基づく認定患者らが、関西電力などの企業 10 社とともに、

国道２号、同 43 号を設置管理している国と、大阪府道高速大阪池田線、同大阪西宮線を設置管理している阪神高速道路

公団に対し、大気汚染物質の排出差止めと損害賠償を求めた事案であり、提訴は、昭和 53 年４月、同 59 年７月、同 60
年５月、平成４年４月の合計４次に及んだ(以下、昭和 53 年４月提訴事件を「第一次訴訟」、同 59 年７月、同 60 年５月、

平成４年４月提訴事件を「第二次ないし第四次訴訟」という)。いずれも、すでに企業 10 社との間では平成７年３月２日

に和解により解決している。また、第一次訴訟に関しては平成３年３月 29 日に、第二次ないし第四次訴訟に関しては平

成７年７月５日に、それぞれ第一審判決が言い渡されている。 
西淀川区では、昭和 30 年代から同 40 年代にかけて全国的に見ても高濃度の大気汚染が現出したこと、昭和 49 年に施

行された公害健康被害補償法による認定患者が多発したこと、現在も第一次訴訟控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被

控訴人らを含む多くの認定患者が疾病のために苦しんでいること、そして、現在も道路沿道を含めて環境基準を上回る二

酸化窒素などの汚染が続いていることが認められる。 
こうした大気汚染は、工場などからの排煙だけでなく、自動車排ガスによってももたらされているとされている。また、

第一次訴訟の提訴以来すでに 20 年、第二次ないし第四次訴訟の提訴以来 10 余年という長期間が経過し、第一次訴訟控

訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被控訴人らの中には高齢者も多く多数の患者が死亡している一方、近年、大気汚染に

対する認識も高まり、第一次訴訟被控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟控訴人ら(以下、「国・阪神高速道路公団」とい

う。)も、その解決に向けた努力を行いつつある。さらに、第一次訴訟控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被控訴人ら

はすでに本件地域の再生の取り組みに踏み出しているという事情もある。 
以上の事情一切を総合すれぱ、当裁判所は、現段階で争いを止め、和解によって本件訴訟を終結させるとともに、当事者

双方が将来に向かってより良い沿道環境の実現を目指し互いに努力することが最も妥当な解決であると考え、以下のとお

り和解を勧告する。 
 

和解条項 
 

一、国・阪神高速道路公団は、西淀川区における沿道環境を改善し、良好な生活環境を形成するため、沿道住民の協力を

得たうえで、以下の施策の実施につとめることとする。 
1 沿道環境の改善 

(一)本件対象道路(国道二号、同四三号、大阪府道高速大阪池田線、同大阪西宮線)の交通負荷の軽滅を図るため、

交差点改良、案内標識の設置等、道路管理者としてとり得る施策の実施につとめるとともに、交通需要の動

向を踏まえ、国道四三号西淀川区佃地区の車線削滅を行うこと。さらに、公共交通機関の利便性の向上を図

るため、バス停留所の休憩施設を整備するほか、自転車道の整備につとめること。 
(二)植樹帯の設置、低騒音舗装の敷設等につとめること。 
(三)橋脚の美装化等の景観整備につとめること。 
(四)必要な調査を実施の上、関係機関と協力して、沿道法を活用した街づくりの支援につとめること。 
(五)その他の総合的な環境対策については、関係機関との連絡調整会議等の場で、関係機関と連携して、誠実に取

り組んでいくこと。 
２ 新しい施策への取り組み 

(一)本件対象道路において、光触媒をモデル的にガードレール、遮音壁等に塗布し、窒素酸化物等の大気汚染物質

の分解及び景観整備に関する効果等を把握すること。 
(二)関係機関と協力し、浮遊粒子状物質を含む本件対象道路沿道においての大気汚染等の状況把握につとめること。

(微細粒子状物質(いわゆる PM2.5)については、適切な測定方法を検討し、測定データの解析手法等を見極め

たうえで、本件対象道路沿道において、その状況把握に着手することとする。) 
３ 前各号に掲げるもののほか、今後とも積極的に必要な環境対策の推進につとめることとする。 

 
二、第一次訴訟控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被控訴人らと国・阪神高速道路公団は、別紙のとおり、「西淀川地

区沿道環境に関する連絡会」を設置することに合意する。 
三、第一次訴訟控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被控訴人らは、その余の請求を放棄する。 
四、第一次訴訟控訴人ら及び第二次ないし第四次訴訟被控訴人らと国・阪神高速道路公団は、本件訴訟に係る請求に関し、

本和解条項に定めるほか、何らの債権債務がないことを相互に確認する。 
五、訴訟費用は各自の負担とする。 

平成 10 年７月 29 日 
以上 

大阪高等裁判所第六民事部 
裁判長裁判官 笠井達也 

裁判官 孕石孟則 
裁判官 大塚正之 

 



 

■和解条項と進捗状況 

和解条項 進捗状況 評価 備考 

①交差点改良 歌島橋交差点の地下

道建設工事（第一

期・第二期工事完了、

植栽工事中） 

× 人や自転車を地下に追いやる本末転倒は公害対策で

はないと原告団は異議を唱える。横断歩道撤去の是

非を市民に問うこと、緑地の復元を要望中。植栽計

画に関してアンケート調査（平成20年2月）が実施

され、横断歩道の撤去が強行された（平成21年4月） 

②案内標識の設

置等 
実行済 △ 環境上の効果は不明 

③Ｒ43号の車線

削減 
実行済 ○ 平成21年３月に、出来島小学校前の一部車線が削減

され、緑化された。 

④バス停の休憩

施設整備 
実行済 ○ 環境上の効果は不明だが、患者には好評。 

１）交

通負

荷の

軽減 

⑤自転車道整備 整備中 △ 国道部分のみでの実施。H18,19年度、R43沿道への

車椅子対応の歩道設置を協議（H20年度整備完了）。 

２）植樹帯の設置 整備中 △ Ｒ２：共同溝の整備後に実施予定。 
Ｒ43：一部、植樹されているものの、樹量は少ない。 
Ｈ18,19年度、佃地区歩道設置に伴う代替措置とし

て、出来島小学校周辺に緑地帯設置について協議。 
→H20年度整備完了。 

  低騒音舗装の敷設 実行済 ○ 大気環境改善効果はない 

３）橋脚の美装化等の

景観整備 
一部整備 △ 平面道路との交差部分など一部での美装化。 

Ｒ43高架や池田線は汚れが目立つ。 
４）沿道法を活用した

まちづくり 
アンケート調査の実

施 

△ パンフレット作成、アンケート調査を実施。ただし、

今後の事業方針については不明。 

１．沿道

環境の

改善 

５）その他、総合的な

環境対策の関係機関と

の協議 

不明 × 大型車流入規制や大型車削減に向けた総合調査等に

あたり、関係機関との調整を原告団は要望している

が、進展なし。 

１）光触媒をモデル的

に塗布し、効果等を把

握 

光触媒の塗布の推進

（阪高とＲ43、R2） 

○ 光触媒塗布をＲ43、Ｒ２において実施。 

H18,19年度、高活性炭素繊維の試験施工。 

２）浮遊粒子状物質を

含む大気汚染物質の状

況把握 

測定所設置（計６ヶ

所） 
△ 交通量が少ない場所への設置について疑問を投げか

けている。 

２．新し

い施策

への取

り組み 

 ※ＰＭ2.5測定。 ＰＭ2.5については

暫定マニュアルに従

った測定が進む 

△ 平成16年度に国道２号新佃公園前局、国道４３号大

和田西交差点局に設置、平成19年度より歌島橋交差

点局にて測定開始。 
測定結果についての評価・対策を実施していく。 
環境省マニュアルが策定され次第、それに則った方

法に変更する、ことを確認（第８回連絡会） 

環境ロードプライシ

ングの試行 
△ 平成18年度実施された社会実験において、湾岸線へ

の転換交通は効果があったものの、大気質調査での

効果は見られなかった。平成２１年４月より、対象

区間・割引率がされた。 

湾岸線への迂回よび

かけ 
△ 充分な効果があがっているとは言いがたい。 

３．上記のほか、今後とも積極的

に必要な環境対策の推進に努める 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ｱｲ

ﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ推進 

△ 平成１８年度より、臨海部事業所の従業員を対象に

モビリティマネジメントを実施。 


